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左足首ねんざ

被災者は法面で重機用通路となる部分の草刈りを行っていたところ、草に隠れていた倒木と倒木の隙間に左足を 倒木間の隙間に左足を落として足首を捻った

落とし足首を捻る。

被災箇所

倒木があると思わなかったこと。 ＫＹ活動時に倒木があるとことを関係者に周知させた。 治山等の法面作業（荒伐開や測量等）では岩塊

や倒木などに草が覆いかぶさって視認出来ない

草に隠れていたため倒木に気づかなかったこと。 草刈りは手前から順番に行い、足元を充分確認しながら作業するように 場合が多くあります。　　よって作業に際しては

指導した。 まず、安全な足場を確認しながら慎重に行う

ことが大切です。

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）

平成26年7月16日（水曜日）11時00分
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法面で草刈り作業中、倒木に躓き足を負傷

災
害
発
生
時
記
録

発生月日　時 工事内容 　治山工事　№１９コンクリート谷止工　１基、№５５山腹工　１式
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